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月間テーマ≪基本的教育と識字率向上月間≫ 

2023～24 年度 広木規男会長テーマ 

『温 故 知 新』 

RI 会長 ゴードンＲ．マッキナリー 

第 2550 地区ガバナー 三井福次郎 

た 

 

司 会          直井 睦 SAA 

ロータリーソング♪それでこそロータリー♪ 

ビジター紹介        広木規男会長 

 松澤真典様（株）パシフィック GM 

 高安正人様 

 金子正男会員（真岡 RC） 

会長あいさつ        広木規男会長 

 先週の田中作次元 RI 会長の益子 RC 訪問はいか 

がでしたか。久し振りに沢山のメイクもあり、皆 

さんには大変お世話になりました。そして「世界 

のロータリー」テーマの卓話は如何でしたか。私 

は内容の理解は二の次で、元 RI 会長の話を直に聞 

くことが出来て、ただただ感動していました。 

例会終了後は、日下田会員の協力を得まして、藍 

染工房で 1 時間くらい案内をして頂きました。 

ありがとうございました。帰りの車中では「今日 

は楽しかったよ」と何度も話していたそうです。 

夕方 5 時半ごろに無事、自宅に到着しましたとの 

連絡がありました。 

新入会員紹介     山田裕治会員増強委員長 

＊堀中勝水元会員の長男、堀中信哉さんです。 

 昭和 49 年生まれ。平成 22 年司法書士資格取得 

 平成 23 年益子町上山の自宅で開業。 

会員あいさつ          堀中信哉会員 

 只今ご紹介頂いた山田会員や富田会員、塚本会

員等からも以前からお誘いを受けていたのですが 

なかなか時間が取れずお断りしていて、今回決心 

して入会させて頂くことになりました。 

 丁度、東日本大震災の年に開業して、今年で 

12 年になります。細かいことまでは分かりませ 

んので、皆さんに教えてもらいながら活動してい 

かれればと思っています。宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊田中作次氏(元 RI 会長)に書いてもらった色紙 

を手に。入会式は、後日改めて行います。 

ニコニコ BOX        萩原新也会員 

佐藤浩君 誕生日の花、ありがとうございます。 

     遅ればせながらお礼申し上げます。 

＜松澤様、ドローン実演ありがとうございます＞ 

＜金子正男会員、ようこそいらっしゃいました＞ 

＜堀中信哉さん、これから宜しくお願いします＞ 

   大島君 酒井君 佐藤浩君 高橋さん 

   富田君 直井睦君 直井康浩君 萩原君 

   日下田君 平野君 広木君 松崎君 

   牟田君 山田君 

 



 
卓 話             松澤真典様 

 「ドローンが社会にもたらす今後の可能性」 

ドローンは様々な業界での活躍が期待されており、

今後、14 万人の「ドローン資格取得者」が必要とさ

れています。 

 国も、昨年 12 月にドローンを操縦する為の国家資

格化をすすめ、法整備を進めています。 

 

 既にドローンを活用している事業は 60業種以上あ

ります。 

・空撮～結婚式などイベントの撮影。市町村や店舗

の PR 広告。 

・農薬散布～スマート農業取り組みでの効率化。 

・測量～建設土木業者、時間・コストの削減。 

・点検～橋や道路など、安全に行えるインフラ設備

の点検。 

・防災減災対策～災害時の情報収集や避難誘導活動。 

・物流～ドローンによる宅配や過疎地への物資配送。 

・監視～上空から密漁や不法投棄の監視。 

・鳥獣害対策～頭数や生息地の把握、駆除活動。 

 

これからのドローン事業の発展に備えて、国土交通

省公認のドローンスクールが、各都道府県 41 校が 

開校（或いは準備中）しています。 

 

 栃木県では、スポーツクラブを運営して 38 年にな

る、株式会社パシフィックが、日本 UAV 利用促進協

議会（JUAVAC）のパートナー企業として、芳賀町

に開校しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ド ロ ー ン 実 演 

 

空 撮 

 

 防災用に使用する機体はマトリス 300RTK

（DJI社製）で、赤外線カメラ、スピーカーな

ど搭載し、最大８ｋｍ先まで映像を伝送する

ことが可能。これにより、夜間での活動や遠

隔地（対策本部）とのリアルタイムな情報交

換等が可能になる。 


